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第 ３ 回  熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

令和８年６月19日(金曜日) 

            午前９時58分開議 

            午前11時40分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 令和８年度熊本県一般会計補 

正予算(第１号) 

報告第１号 令和７年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についてのう

ち  

報告第５号 令和７年度熊本県一般会計事

故繰越し繰越計算書の報告についてのう

ち 

 報告第14号 専決処分の報告について 

 報告第20号 地産地消の推進に関する施策 

の報告について 

 報告第21号 い業振興に関する施策の報告 

について 

 閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

 報告事項 

  ①令和７年８月豪雨からの復旧・復興に

向けた取組み状況について 

  ②営農継続に向けた取組みについて 

  ③農業研究センターにおける高温対策の

試験研究について 

  ④水産研究センター赤潮対策プロジェク

トチームの取組みについて 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 荒 川 知 章 

        副委員長 城 戸   淳 

        委  員 前 川   收 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 竹 﨑 和 虎 

委  員 幸 村 香代子 

        委  員 住 永 栄一郎 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

  農林水産部 

 部 長 深 川 元 樹 

理 事 

（食のみやこ推進担当） 

兼食のみやこ推進局長 間 宮 将 大 

       政策審議監 元 田 啓 介 

生産経営局長 山 本 剛 士 

      農村振興局長 野 入 正 憲 

        森林局長 野 間   圭 

        水産局長 那 須 博 史 

    農林水産政策課長 紙 屋 勝 良 

団体支援課長 中 村 寿 克 

政策調整監 吉 田 耕 起 

 流通アグリビジネス課長 渡 辺 陽 司 

      農業技術課長 福 永   哲 

農産園芸課長 林 田 慎 一 

畜産課長 米 森 敬 悟 

     担い手支援課長 杉 谷 将 洋 

        首席審議員 

兼農村計画課長 大 森 直 樹 

      農地整備課長 大 石   靖 

     むらづくり課長 宮 川 和 幸 

      技術管理課長 久保田 英 誠 

      森林整備課長 田ノ上 真 司 

      林業振興課長 藤 田 隆 利 

森林保全課長 野 田 貞 幸 

      水産振興課長 山 下 博 和 

    漁港漁場整備課長 植 田 光 和 

農業研究センター所長 德 永 浩 美 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 中 野 千 春 

     政務調査課主幹 若 杉 健 介 

――――――――――――――― 

  午前９時58分開議 
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○荒川知章委員長 ただいまから第３回農林

水産常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に１名の傍聴の申出がありま

したので、これを認めることといたしまし

た。 

 それでは、付託議案等の審査に入ります

が、質疑については、執行部の説明終了後、

一括して受けたいと思います。 

 なお、執行部の説明は、効率よく進めるた

めに、着座のまま簡潔に行ってください。 

 初めに、深川農林水産部長から総括説明を

行い、続いて、各担当課長から順次説明をお

願いいたします。 

 

○深川農林水産部長 農林水産部でございま

す。 

 今定例会に提案しております議案の説明に

先立ちまして、２点御報告させていただきま

す。 

 まずは、１点目の災害の未然防止の取組で

ございます。 

 本年は、平年並みの６月４日に、熊本県を

含む九州北部地方が梅雨入りをしておりま

す。 

 出水期を迎えるに当たりまして、毎年５月

上旬から、山地防災パトロールや治山施設の

点検等を行っておりまして、地域住民の方々

などに実施状況を周知し、防災意識の向上を

図っているところでございます。 

 また、治水協定に基づく農業用ダムの事前

放流につきましては、市町や土地改良区と実

施手順、連絡体制を確認するなど、着実に取

組を推進しているところでございます。 

 特に、昨年の８月豪雨により被災した農業

用排水機場におきましては、仮設電源の設置

や応急ポンプの設置による仮復旧工事を実施

しておりまして、暫定稼働を行える体制を整

えているところでございます。 

 近年、自然災害の激甚化、頻発化が進んで

おりますが、被害を未然に防ぐため、引き続

き、緊張感を持って、防災対策を徹底してま

いります。 

 ２点目でございます。 

 中東情勢の緊迫化による農林畜水産業への

影響についてでございます。 

 ５月29日に、庁内に中東情勢に伴う原油関

連物資高騰対策本部を立ち上げ、現状を共有

するとともに、国の補正予算への対応等を検

討してきたところです。 

 農林水産部におきましても、農林漁業者の

資金繰りに対して、日本政策金融公庫の農林

漁業セーフティーネット資金への上乗せ利子

助成により、貸付け５年間の無利子化を図る

こととしております。 

 また、国では、農業水利施設の電気料金高

騰対策が示されたところでございまして、県

としても、農林漁業者への影響を最小限に抑

えるため、迅速に対応できるよう、引き続

き、国の動きを注視しつつ、現場の状況把握

に努めてまいるところです。 

 続きまして、今回提案しております議案等

の概要を説明させていただきます。 

 まず、補正予算関係として、国の経済対策

を活用したスマート農業の推進や種バレイシ

ョの産地育成に必要な機械等の導入支援、市

町村における土地改良施設の緊急対応及び中

山間地域における集落のネットワーク化推進

に要する経費等、８億1,000万円余の増額補

正を提案しております。 

 これにより、補正後の現計予算額は、一般

会計、特別会計を合わせまして836億円余と

なります。 

 次に、報告関係では、令和７年度一般会計

に係る明許繰越し及び事故繰越につきまし

て、職員の交通事故に係る専決処分につい

て、また、地産地消の推進及びイ業振興に関

する施策についても御報告させていただきま

す。 

 以上が今回提案しております議案の概要で

ございます。 
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 加えて、その他報告事項としまして、４件

報告させていただきます。 

 詳細につきましては、この後、担当課長か

ら説明させますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

 以上でございます。 

 

○荒川知章委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いいたします。 

 

○紙屋農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 農林水産常任委員会説明資料、予算関係及

び条例等関係について説明をさせていただき

ます。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和８年度６月補正予算総括表でございま

す。 

 表の左から３列目、(Ｂ)欄が６月補正額

で、欄の一番下、合計欄を御覧ください。 

 農林水産部の６月補正の合計額は、８億

1,100万円余の増額補正でございます。 

 農林水産部の６月補正後の総額は、一番右

の合計の欄の一番下になりますけれども、合

計額のとおり836億円余となっております。 

 この後、主なものを各課から御説明いたし

ます。 

 農林水産政策課からは以上でございます。 

 

○福永農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 ２ページをお願いします。 

 ２段目の農業改良普及推進費の説明欄、ス

マート農業・農業支援サービス事業導入総合

サポート緊急対策事業につきましては、農業

支援サービス事業の展開やスマート技術体系

への転換を加速化するため、農業支援サービ

ス事業者等が行うスマート農業機械の導入等

に対する助成でございます。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○林田農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 ２段目の野菜振興対策費の説明欄、くまも

と露地野菜シェア拡大支援事業は、バレイシ

ョ等の生産拡大や労働力不足への対応のため

に必要な省力作業機械の導入等に対する支援

を行うものですが、今回、露地野菜事業者が

新たな種バレイショの産地形成を支援する国

事業に取り組むことから、増額をお願いする

ものでございます。 

 農産園芸課は以上です。 

 

○米森畜産課長 畜産課です。 

 ４ページをお願いします。 

 ２段目の国庫支出金返納金の説明欄、畜産

関係事業国庫返納金は、物価高騰対応の臨時

交付金により実施しました配合飼料価格安定

制度に係る生産者負担金の一部助成につい

て、事業費確定に伴う国庫支出金の返納で

す。 

 畜産課は以上です。 

 

○大石農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 ５ページをお願いします。 

 ２段目の国庫支出金返納金の説明欄、土地

改良事業国庫支出金等返納金は、農業生産基

盤整備事業等の事業費確定に伴う市町村等負

担金の返納金です。 

 ４段目の土地改良施設維持管理事業費の説

明欄、土地改良施設突発事故復旧・防止事業

は、土地改良施設の突発事故時における緊急

対応を実施する市町村に対する助成です。 

 農地整備課は以上です。 

 

○宮川むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 ６ページをお願いします。 

 ２段目の山村振興対策事業費の説明欄、中
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山間地域等直接支払事業は、中山間地域にお

ける農業生産活動の維持、発展に向けたネッ

トワーク化推進に要する経費でございます。 

 むらづくり課は以上です。 

 

○田ノ上森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 こちらにつきましては、２段目、３段目、

いずれも森林施業の集約化を促進する森林整

備地域活動支援交付金事業の過年度の支出に

つきまして、市町村の交付金返還に伴う国へ

の返納金等に係る補正となってございます。 

 森林整備課は以上です。 

 

○紙屋農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ８ページから42ページまでは、昨年度９

月、11月、2月の定例会及び１月の臨時会に

おいて御承認をいただきました令和７年度一

般会計繰越明許費の御報告でございます。 

 私のほうから、８ページの総括表で一括し

て御説明をさせていただきます。 

 件数及び繰越額の一番下の計の欄を御覧く

ださい。 

 農林水産部全体で、856件、499億円余の繰

越しとなっております。 

 繰越しの理由につきましては、左の内訳欄

に３つ整理をさせていただいております。 

 計画に関する諸条件は、各種協議や地元と

の調整に不測の日数を要したものや国の補正

予算に基づくもので、交付決定が年度末にな

り、工期の確保ができなかったものなどで、

631件、420億円余となっております。 

 資材の入手難は、建築、土木資材等の入手

や労務者の手配に不測の日数を要したものな

どで、144件、59億8,000万円余でございま

す。 

 その他は、用地や補償の交渉、工法の検討

や資材の運搬路の調整等に不測の日数を要し

たものなどで、81件、18億7,000万円余とな

っております。 

 続きまして、ちょっと飛びますけれども、

43ページをお願いいたします。 

 ここからは、事故繰越でございます。 

 令和７年度一般会計事故繰越し繰越計算書

総括表でございます。 

 件数及び繰越額の一番下の計の欄を御覧く

ださい。 

 農林水産部全体で127件、91億4,000万円余

の繰越しとなっております。 

 事故繰越の詳細につきましては、この後、

各課から主なものについて御説明を申し上げ

ます。 

 農林水産政策課からは以上でございます。 

 

○福永農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 44ページをお願いします。 

 農業研究センター施設改修事業費につきま

しては、農研センター本部の畜産浄化槽の工

事におきまして、工事着手後の設計変更に伴

い追加する電気設備操作基盤の半導体関連部

品の調達に不測の日数を要したものでござい

ます。今月末の完了を予定しております。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○林田農産園芸課長 農産園芸課です。 

 45ページをお願いいたします。 

 １段目の産地パワーアップ事業費では、集

出荷貯蔵施設の整備において、建築工事の現

場作業員の確保ができなかったこと、また、

低コスト耐候性ハウスの整備において、鋼材

の納品が遅延したことから、繰り越すもので

ございます。 

 ２段目の農業共同利用施設再編集約・合理

化支援事業費では、集出荷貯蔵施設の整備に

おいて、建築工事の現場作業員の確保ができ

なかったことから、繰り越すものでございま
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す。 

 また、いずれの事業も年度内に完了する予

定でございます。 

 農産園芸課は以上です。 

 

○米森畜産課長 畜産課です。 

 46ページをお願いします。 

 家畜市場再編整備支援事業費は、大津町に

あります熊本県家畜市場が、県内の家畜市場

の統合に合わせ、同一敷地内に新たに家畜市

場を新設するものです。周辺地域における建

設工事増加の影響により、施工業者における

人員の確保が困難となり、工事施工に不測の

日数を要したものです。年度内の完了を予定

しています。 

 畜産課は以上です。 

 

○大石農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 47ページをお願いいたします。 

 最上段、地域密着型農業基盤整備事業費か

ら、48ページ２段目の土地改良施設等総合マ

ネジメント事業費までの５つの事業につきま

しては、農地や農業用施設、農地防災施設な

どの整備を行う事業です。 

 48ページ、最下段の団体営農地等災害復旧

費は、農地や農業用施設の災害復旧事業で

す。 

 以上、６事業、38件の工事につきまして

は、関係機関や地元関係者との協議に不測の

期間を要したものや、災害復旧工事への優先

対応により、施工業者において人員の確保が

できず、工期内での施工が困難になったも

の、資材確保に不測の日数を要したことなど

が事故繰越の主な理由となります。 

 なお、繰り越した工事につきましては、い

ずれも施工業者との契約を締結しており、年

度内完成を目指し、事業の進捗を図ってまい

ります。 

 農地整備課は以上です。 

 

○田ノ上森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 49ページをお願いいたします。 

 １段目の間伐等森林整備促進対策事業費に

つきましては、搬出路の被災や人員不足等に

よりまして、事業実施に不測の日数を要した

ものでございます。こちらについては、年度

内の完了を予定しております。 

 森林整備課は以上です。 

 

○藤田林業振興課長 林業振興課です。 

 50ページをお願いします。 

 １段目の林業・木材産業生産性強化対策事

業費につきましては、全国的な変圧器の供給

不足により、資材確保が困難となり、工事施

工に不測の日数を要したもの１件です。 

 ２段目の県営林道事業費は、労働需要の増

加により、施工業者における人員確保が困難

となり、工事施工に不測の日数を要したもの

４件です。 

 ３段目、過年林道災害復旧費、４段目の現

年林道災害復旧費につきましては、他の災害

復旧工事との調整が必要となり、工事施工に

不測の日数を要したものが合計23件です。 

 いずれも年度内完了を予定しております。 

 林業振興課は以上です。 

 

○野田森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 51ページをお願いします。 

 最上段の治山事業費から最下段の緊急治山

事業費、続いて、52ページの単県治山事業

費、現年治山災害復旧費は、山地災害からの

復旧、または災害の未然防止を図る対策で

す。 

 この５事業39件については、関係機関や地

元関係者との協議、あるいは他の災害復旧工

事との調整に不測の日数を要したものや、施

工箇所の拡大崩壊等により、工法検討等に不
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測の日数を要したもの、労働需要の増加によ

り、施工業者において人員の確保ができなか

ったことなどが事故繰越に至った要因でござ

います。 

 繰越しを行った箇所については、いずれも

年度内の完了を予定しております。 

 森林保全課は以上です。 

 

○植田漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 53ページをお願いします。 

 １段目の漁村再生交付金事業費は、漁村の

再生を図るための生産基盤と生活環境の整備

に要する経費で、佐伊津漁港の浮き桟橋設置

工事において、資機材の確保に不測の日数を

要したものです。 

 ２段目、水産流通基盤整備事業費は、流通

の拠点となる漁港において、品質衛生管理の

向上等に資する漁港整備に要する経費で、牛

深漁港の屋根設置工事に伴い、既存施設の一

部撤去が必要となり、計画変更が必要となっ

たものです。 

 ３段目、水産生産基盤整備事業費は、水産

物の生産機能強化を図るための漁港施設整備

を行う市町に対する助成で、天明漁港のしゅ

んせつ工事において、令和７年８月豪雨によ

り大量の土砂が堆積し、撤去に不測の期間を

要したものです。 

 繰り越した地区につきましては、いずれも

年度内完了を予定しております。 

 漁港漁場整備課は以上です。 

 

○紙屋農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 54ページをお願いいたします。 

 報告第14号、専決処分の報告でございま

す。 

 職員による交通事故の和解及び賠償額の決

定を報告させていただきます。 

 内容は、次の55ページにより説明させてい

ただきます。 

 事故の概要ですが、令和７年12月12日に山

鹿市鹿央町で発生した交通事故に伴うもので

ございます。 

 事故の当事者は、鹿本地域振興局農業普

及・振興課参事で、相手方は個人の車両でご

ざいます。 

 資料の一番下に、６、交通事故の状況がご

ざいます。御覧ください。 

 職員が運転する公用車が、県道を走行中

に、交差点で右方向から進入してきた相手方

車両と衝突、相手方車両は県管理のガードレ

ールにも接触したものでございます。 

 ４の過失割合のとおりでございまして、相

手方の賠償責任が80％となっております。 

 それに伴いまして、５、損害額及び損害賠

償額のとおり、ガードレールへの損害も含

め、相手方の負担額から、相手方の物損で県

の負担額を差し引いた損害賠償額154万7,168

円を賠償していただくことで和解したもので

ございます。 

 交通安全意識の徹底につきましては、折に

触れて部内に周知しているところでございま

すけれども、引き続き注意喚起を行ってまい

ります。 

 農林水産政策課からは以上でございます。 

 

○渡辺流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課です。 

 56ページをお願いいたします。 

 報告第20号、地産地消の推進に関する施策

の報告についてでございますが、めくってい

ただいた63ページからの概要で説明をいたし

ます。 

 まず、１、地産地消の推進に関する施策の

報告については、平成21年に制定されたくま

もと地産地消推進県民条例の第10条第２項に

基づき、本年度当初予算における地産地消の

推進に関する施策を議会に報告するもので

す。 
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 次に、２、報告の内容です。 

 地産地消の推進につきましては、同条例に

加えて、昨年７月に策定された「食のみやこ

熊本県」創造推進ビジョンにおいても重要な

取組として位置づけております。 

 令和８年度におきましても、地産地消の推

進に向けて、12部局、76施策に取り組んでま

いります。 

 前年度報告から施策数が４つ減少しており

ますが、これは、重点支援交付金を活用し

て、２月補正で予算措置をして、今年度に全

額繰り越したものが２部局、11施策あるため

で、合わせますと、前年度よりも施策数は増

加しております。 

 本資料の75、76ページに、２月補正分を、

今回の議会報告には含まれませんが、参考と

して掲載しております。 

 本年度の主な取組計画として、(1)県民の

県内農林畜水産物等への理解の深化及び郷土

愛の育成について、地産地消への関心を喚起

し、消費行動につなげるために、ＳＮＳ等を

活用し、効果的な情報発信を展開してまいり

ます。 

 (2)安全安心で高品質な農林畜水産物等の

生産と高付加価値化について、生産者や食関

連企業、行政等、地域が一体となったコンソ

ーシアムの組織化と拠点となる施設の整備等

を進め、稼げる農林畜水産業の実現を目指し

てまいります。 

 (3)県内農林畜水産物等の流通の促進及び

消費の拡大につきましては、県内各地の食を

集めた大規模イベントの開催等の支援によ

り、食への理解醸成や消費拡大を目指してま

いります。 

 次ページ以降で、各部局、各課の施策の概

要を紹介しております。 

 流通アグリビジネス課からは以上です。 

 

○林田農産園芸課長 農産園芸課です。 

 77ページをお願いいたします。 

 報告第21号、い業振興に関する施策の報告

についてです。 

 概要につきましては、79ページで御説明い

たします。 

 まず、１のい業振興に関する必要な施策の

報告につきましては、熊本県いぐさ・畳の振

興に関する条例第４条第７項の規定により、

毎年度、イ業振興に関する必要な施策を報告

するものです。 

 次に、２、報告の内容ですが、(1)い業振

興に向けた施策として取り組む５つの事業

と、(2)県有施設での県産いぐさ・畳の利用

促進に係る４つの事業を報告いたします。 

 (1)の①いぐさ産地復興総合支援事業は、

関係機関が行う各種活動を支援するととも

に、機械化体系維持や技術継承、イグサ畳表

のＰＲに取り組み、産地の維持と令和７年８

月豪雨からの復興につなげるものです。 

 ②いぐさ・畳表生産体制強化支援対策事業

は、イグサ専用機械の導入や機能強化を支援

するもので、イグサの機械化体系による生産

体制を強化していくものです。 

 ③くまもと畳表価格安定対策事業は、畳表

価格が下がった際に、国の事業と連動し、補

塡率が平準化するよう県で上乗せ助成するも

ので、これにより生産者の経営安定を図りま

す。 

 ④熊本県産いぐさ畳表消費拡大緊急加速化

事業は、２割のプレミアムつき商品券発行に

より、県産イグサ畳表を使用した畳表張り替

えや畳新調を推進するもので、県産イグサ畳

表の消費拡大を図ってまいります。 

 ⑤いぐさラボによる産地復興支援事業は、

イグサを使った新商品づくりの支援を行うい

ぐさラボをアグリシステム総合研究所に設置

するものです。 

 (2)県有施設での県産いぐさ・畳の利用促

進については、県有施設での県産イグサ畳の

利用を促進するもので、⑥から⑨の事業で職

員住宅や県営住宅等での利用促進を図ってま
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いります。 

 なお、参考として、80ページは、昨年の豪

雨災害に関する支援策を掲載しております。

浸水したイグサ原草や畳表の撤去及び被災し

た専用機械の再取得や修繕を支援しておりま

す。 

 農産園芸課からの報告は以上でございま

す。 

 

○荒川知章委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 

○前川收委員 ６ページ、むらづくり課で御

説明をいただきました中山間地域直接支払制

度についてでありますけれども、ネットワー

ク化を推進する経費として500万計上してあ

りますが、そもそも中山間地域直接支払制度

というのは、かなり何年も前からあってるや

つで、中山間地域をしっかり維持していくた

めには絶対に必要な制度だと私は思っており

ます。 

 今回、新たになのかどうなのかちょっとよ

く分かりませんが、いわゆるネットワーク化

ということの中身をちょっと教えてもらいた

いというふうに思っております。それが１つ

です。 

 それと、次は、繰越明許の件で事故繰りの

話ですね。 

 繰越明許そのものは、これはもう今の予算

編成のありようの中で、事業費予算というの

は、結構補正予算中心に組まれてしまうか

ら、年度末ぎりぎりに予算が通って、１年目

ですぐ明許繰越しという形にならざるを得な

いという、それはよく分かっております。 

 その後の事故繰りについても、やっぱり発

注時期が遅れることによって、どうしても事

故繰りが生まれてしまうという、そのことも

よく私は理解しておるつもりでありますし、

その事故繰越を恐れて、事故繰越になるかも

しれないという、その恐れの中で事業に手を

挙げないというようなちゅうちょをするより

も、やっぱり積極的にしっかり手を挙げてい

ただいて、それぞれの皆さん方の要望に応え

ていけるような事業体制をつくるということ

は、とても大切なことだというふうに思って

おります。 

 そこででありますが、45ページですね。こ

れは全体の農産園芸課のほうで事故繰越のお

話が出てきておりますけれども、農業共同利

用施設再編集約・合理化支援事業費というこ

とで、これ５年間にわたり農水省が今の農業

体制をもうちょっと規模拡大しながら、例え

ば、農地の面積を広げて合理化していきまし

ょうという別枠予算、幾らだったかな、５兆

円ぐらいだったと思いますけれども、５年間

でという予算を、去年かおととしぐらいから

始めたじゃないですか。あの予算だと私は勝

手に考えておりますが、違うなら違うという

話にしていただきたいんですけれども、仮

に、あの予算だと前提にして、その利用状況

ですね。合理化事業をしっかり使わないと、

この後、やっぱり高齢化していく農家の皆さ

ん方が合理化をしていかないと、なかなかつ

いていけないという状況にもなるんでしょ

う。 

 ただ、それは、例えば、カントリーエレベ

ーターのことをやるとすれば、２か所、３か

所一緒に合算しながら、要するに規模を拡大

して回収するという、そういうところをちゃ

んとお手伝いしますよという話での合理化事

業だったと思いますが、現状、事故繰りにな

ってることの中身は、労働需要の逼迫という

ことにはなっておりますけれども、まずは、
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この再編事業のほうが、現状、熊本県内でど

ういう取組がなされているのかについて教え

てください。 

 そしてもう１つは、最後に、労働需要の逼

迫という言葉がたくさん出てきます。事故繰

りの要因として、労働需要の逼迫と。労働需

要が増加することによって、いわゆる事故繰

りになったんだということになっているよう

でありますけれども、さっき言ったように２

つあると思うんですね。 

 １つは、まさしく労働需要とか、そういっ

た物が入ってこない、材料が入ってこないと

いう状況による事故繰り、もう一つは、いわ

ゆる発注時期が遅れる、これは、いわゆる補

正予算で予算が組まれる、国のほうが補正予

算で予算が組まれることによって、当初予算

とは違って、そもそも窮屈な設定にならざる

を得ないということによるものもあると思い

ますが、そのことはほとんど触れてはないわ

けでありますが、そういう課題も多分内在し

ているというふうに私は思っておりますが、

その整理はできてますか。 

 つまり、例えば、産地パワーアップ事業で

あったら、ほとんど補正でしか出ないです

ね。そしたら、１回繰越明許しても２年使え

るのが、そもそも１年目は、何か月もないよ

うな状況にもなるわけでありますが、それが

事故繰りが増えている要因になるのかどうな

のか。 

 それともう１つは、労働需要の逼迫とい

う、そこの内容について、なぜそうなってい

るのかについて、どなたかまとめて説明いた

だければと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

○荒川知章委員長 では、まずは宮川むらづ

くり課長。 

 

○宮川むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 中山間地域直払いに関しますネットワーク

化について御説明させていただきます。 

 まず、ネットワーク活動の定義ですけれど

も、複数集落の協定間で活動の連携を図るこ

ととなっておりまして、事例としましては、

共同事務所を設定する、または機械などを共

同で持つ、あと、事務所の運営を一緒にする

など、そういったことで、複数の集落で10ヘ

クタール以上の統合をやることによりまし

て、ネットワーク化加算ということが言われ

ております。 

 その中で、熊本県の場合、このネットワー

ク化を活用してますのが、上天草市１地域し

かありません。中山間地域以外の多面的協議

会につきましては、広域化と言ってますけれ

ども、広域化については17市町村が既に取り

組んでおりまして、中山間地域のネットワー

ク化がなかなか進んでいないということもあ

りまして、全国的な流れです。 

 このため、国のほうで中山間地域も多面も

同じように連携してやることを推進するよう

な組織をつくったらどうだということで、こ

の500万を活用しながら、中山間地域もネッ

トワーク化を取り組もうと思っております。 

 そのために、今回この500万を計上させて

もらいまして、今までもネットワーク化とい

うのは言われてたんですけれども、新たに、

なかなかできてないということで、推進組織

をつくり上げるための予算ということで計上

しております。 

 むらづくり課は以上です。 

 

○前川收委員 一応全部聞いた上で……。 

 

○深川農林水産部長 今、前川委員のほうか

ら、農業構造転換集中対策の件についてお尋

ねがございました。 

 ページ数でいきますと、45ページですか

ね。 

 この農業構造転換集中対策期間というの
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は、令和７年度から令和11年度までの５年

間、国のほうでは2.5兆円の予算を確保して

おります。その間に農業構造の転換を促して

いくということでございまして、大きな柱が

４つございます。 

 １つ目が、いわゆる大区画化でございま

す。２つ目が共同利用施設の再編集約合理

化、そして３つ目がスマート農業技術、新品

種の開発等でございます。４点目が販路拡大

を通じた輸出産地の育成、この４点でござい

ますので、先ほどの繰越しの点を含めまし

て、以上４点つきましては、一つずつ関係課

長のほうから御説明させていただきます。 

 まずは、大区画化のほうから。 

 

○大森農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 今農業者が減少する中で、やっぱり生産性

を上げていかないといけない、営農効率化さ

せないといけないという、そういった課題意

識がございまして、今回、農水省のほうで、

営農効率化させる、農業を持続可能な形にさ

せていくために、農地の大区画化、これまで

は５反以上という形でしておりましたけれど

も、今回、農水省のほうでは、１ヘクタール

以上を大区画化というふうに定義をいたしま

して、これを積極的に進めていこうというも

のでございます。 

 農地整備に関しては以上でございます。 

 

○林田農産園芸課長 委員から御質問のあり

ました農業共同利用施設再編集約・合理化支

援事業、これも国が言ってます農業構造転換

集中対策期間内に位置づけられた事業でござ

いまして、今年度につきましては、国のほう

で、補正と当初合わせまして800億円以上の

予算が組まれているというような事業でござ

います。 

 事業の内容につきましては、カントリーと

かライスセンター、選果場あたりの再編、２

つを１つにしたりとか、あとは合理化です

ね。ちょっとここのところが機能が古いとか

というときに機能向上させたりと、そういっ

たものに使う事業でございます。 

 今回事故繰りしました事業につきまして

は、令和６年度の補正、７年の２月補正で予

算化して、そのときに採択されました事業で

ございまして、令和７年の３月に採択されて

おります。ですので、まだ実質１年しかたっ

てないというようなことで、これが１発目の

再編合理化の事業に取り組んだ事業でござい

ます。 

 その後も事業の申請がございまして、令和

８年度までに９地区、60億円程度の事業費

で、この再編合理化の事業に今取り組んでい

るところでございます。 

 農産園芸課は以上です。 

 

○福永農業技術課長 スマート農業関係をお

答えさせていただきます。 

 説明資料の２ページの先ほど御説明した事

業なんですけれども、国の７年度の補正で 

156億円ほど予算がついております。６年度

の補正額は100億円程度でしたので、1.5倍予

算も増額をされております。 

 県内の状況でいきますと、まず、２月補正

で8,600万ほど予算化をさせていただきまし

た。追加要望等が現場のほうからございまし

たので、それに対応する分ということで、今

回、６月補正でも要求をさせていただいてお

ります。 

 非常に国の予算のほうも現場のニーズに見

合うような形で措置をされておりますので、

しっかりこの予算を活用しながら、スマート

農業の現地実装を進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○吉田食のみやこ推進局付政策調整監 輸出

に関する質問にお答えいたします。 
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 輸出に関しては、ＧＦＰフラッグシップ輸

出産地形成プロジェクト事業というものがご

ざいまして、これについては、地域の関係

者、これで組織する輸出推進体制の下、海外

の規制ニーズに対応して、輸出向けに生産や

流通体系の転換を行う地域の取組を支援する

ということで、輸出の産地づくりを行ってお

りまして、県内においては、ＪＡ熊本経済連

と連携しまして、令和５年度から取り組んで

いることでございます。対象としましては、

台湾向けのイチゴ輸出、それから、その輸出

に係るパッケージ作成等を行っております。 

 また、あわせて、輸出に関する施設の整備

ということで、ＨＡＣＣＰ事業というものが

ございます。これについても、併せて取組を

実施しているところでございます。輸出に関

しては、年々輸出額が増加しているというこ

とでございます。 

 食のみやこ推進局付は以上でございます。 

 

○紙屋農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 今回の事故繰越の内訳としての分析でござ

いますけれども、委員御指摘のように、構造

転換集中期間対策が動き出す、そういったも

のも含めまして、補正予算を主体的に取組を

行っている部分というのも非常に多うござい

ます。ですので、農林水産部につきまして

は、その部分の影響というのが、柱として

は、まずベースにあるかと思います。 

 昨年度の事故繰越に対しまして、昨年度が

136件の72億ほどが事故繰越でございまし

た。要は、金額的にはやはり増えているとい

う状況でございます。 

 これを鑑みますと、労働力不足、それから

資材の入手困難というものも絡んで、やはり

事故繰りになる機会が少し増えているのかな

というふうに──詳細は、すみません、分析

はしておりませんけれども、認識をしている

ところでございます。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 御説明ありがとうございまし

た。 

 まず最初に、中山間地域の話なんですけれ

ども、ネットワーク化ということで、多面の

話は、土地改良区が事務局になられたり、様

々事務局を設けながら、ある程度横の広がり

もできているんでしょうけれども、初めて聞

きました。ほかの地区との連携をするという

ことは、おっしゃったように、上天草しかや

ってないということは、僕らが知る由もない

ということですけれども、それをやることに

よって、新たな上増しというんですか、補助

が出ますよとか、そういう話なんですかね。 

 中山間地域は、私の認識で言えば、ほとん

ど市町村が全体管理をしながら、あとは集落

単位でやってらっしゃると。その集落に営農

組合があれば、その集落がそのまま営農組合

になってもらえばいいんでしょうけれども、

場所によっては、やっぱり集落単位でその営

農組合があるようなところは、むしろ少ない

んじゃないかなと思ってまして、どういう組

織を使って、まずは、ネットワーク化は、横

と横をつなぐわけですけれども、そもそもつ

なぐものがどういう組織になるのか、どうい

うイメージを持ってらっしゃるのか、ちょっ

と私イメージが湧かないものですから、そこ

を教えてください。 

 

○宮川むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 まず、中山間地域ですけれども、平地に比

べまして、やはり人口減少、高齢化が進んで

いるということで、集落単位の活動と言われ

ても、なかなか高齢化してしまっておりま

す。 

 この中山間直払いについては、今後５年間

活動しなければならないというふうなこと

で、５年先のことを不安がられる組織が多い
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ということで、集落の中でも、その中の自治

会とかそういった単位で大体まとまっていら

っしゃいます。その中のまとめ役の方々が、

もう70代、80代となりまして、今後５年間そ

ういう運営ができないなということから、令

和６年から令和７年に変わった時点で、期別

が変わったんですけれども、その５年間に切

り替わりましたけれども、そのときに県内で

約1,900ヘクタールほど減っております。 

 それが全国的にもありまして、期別が変わ

ったときに、やはり減っていくというふうな

傾向がありまして、そこを集落の方々が安心

してできるようにということで、まず、広範

囲でできるような形を取ると。そこを指導で

きるような形で組織をつくっていきたいなと

いうことで、多面と同じように組織をちゃん

とつくっていくということもありまして、令

和９年度の県組織をつくっていくために、今

回予算を計上しています。市町村単位の協議

会は、中山間地域はないものですから、そこ

を今後進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

 むらづくり課は以上です。 

 

○前川收委員 後のことは、また後でコメン

トしますけれども、ぜひ、もう本当に中山間

地域は今困ってて、担い手がいないというの

が大前提で、お年寄りというかな、その人た

ちがまだ担い手なんだけれども、高齢者の方

たちが必死になって自分たちの農地を守って

いるというのが、本当に現状だということの

認識の下に、横のつながりも広げていただき

ながら、やっぱり中山間地域の農業を守ると

いうことについては、今おっしゃったよう

に、自治会、もう多分自治会以外はないだろ

うなというふうに私も思ってますけれども、

それぞれの市町村が範囲を決めた自治会とい

うのをつくってらっしゃいますので、その自

治会の単位を大事にしながら、市町村が起点

となって、市町村がやっぱり動かないと。自

治会というのは、そもそも市町村が指定して

いる自治会ですからね。区長さんがそれぞれ

にいらっしゃるということですので、目的意

識を持った動きをしっかりやってください。

大変だと思いますけれども、期待しておりま

す。よろしくお願いします。そっちはもうい

いです。 

 それと、繰越明許の話なんですけれども、

まずは繰越明許として、ここには一律にぼん

と書いてありますけれども、私が見るとき

に、いわゆる発注時期の問題、補正予算の問

題、これが起因して事故繰りになってるんだ

ということはどこにも書いてません。 

 でも、それは皆さん、正当にしっかり仕事

をやって頑張ってるけれども、補正予算であ

るがゆえに、事故繰りという、その事故繰越

という言い方がどうかとも思いますけれど

も、そうならざるを得ない事業については何

かマーキングしてもらって、それと、逆に言

えば、本当に事故繰越、従来、今までやっぱ

り計画がちょっと甘かったとか、同意を取る

のが難しかったとか、本当に事故繰りになっ

ているのが見えなくなってしまうというの

が、混ざってしまうから、今後は、そこをち

ょっと表現として見てもらいたいなと思うん

です。 

 補正予算でやる以上、発注時期も遅れてし

まって、一般的に事故繰りになる２年間とい

う期間がないと、さっき御説明いただきまし

た。そのとおりだと思います。じゃなくて、

ちゃんと期間はあるけれども、ほかの要因

で、いわゆる計画どおり完成できなかったと

いうものについて分かるようにしてもらえれ

ばありがたいです。よろしくお願いします。 

 それと、最後の共同施設利用型の５年間２

兆5,000億の話なんですけれども、これは今

やっとかないと、本当にこの後、わざわざ政

府は別枠ですと、通常予算の上乗せの別枠予

算として新たな制度をつくったということで

ありますので、これをどれだけ手を挙げ、手
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挙げ方式でしょうから、国のほうから、あれ

をやりなさい、これをやりなさいとおっしゃ

るわけじゃなくて、熊本県から手が挙がらな

ければゼロです。 

 やっぱり地域の皆さんとしっかり話をしな

がら、手を挙げていってほしいというふうに

思いますので、ぜひ、今じゃなくていいの

で、手が挙がっているところと、挙げようと

思って皆さんと相談なさっているところと、

どの程度県内で把握できているのか。５年間

という期間限定ですから、そのうちやってく

ださいじゃなくて、やっぱりもうスタートし

ておかないと、多分間に合わないでしょう。 

 農業用施設いうのは、100％公費でやるわ

けじゃなくて、受益者負担が伴う事業がほと

んどですから、利用される皆さん方の合意が

できないと、事業としてはできないですね。

普通の道路や橋や河川工事をやるのとはちょ

っと違いますから、その点の見込みをしっか

り持ってやっていただきたいし、見込みが５

年間でどの程度まで熊本県が取り組めるのか

という想定があれば、また教えてもらいたい

というふうに思います。 

 以上です。 

 

○荒川知章委員長 ありがとうございまし

た。 

 ほかに質疑ございませんか。 

 

○緒方勇二委員 すみません。２ページと６

ページの農業の構造転換事業の中で、スマー

ト農業も位置づけられました。中山間地域の

直接支払いのネットワーク加算の推進につい

ても説明いただきました。 

 大前提として、まずお尋ねしたいんですけ

れども、国の調べで新規就農者が５年ぶりに

増加したというふうに聞いてます。で、その

内訳ですね。私の肌感覚でいくと、新規就農

者が、雇用就農とか、そして女性が増えてい

るんじゃないかなと思いますけれども、本県

の状況、まず大前提としてお尋ねします。 

 それから、大規模農家の定義。 

 これは、まずもって、うちの県として大規

模農家の定義を教えていただけませんか。そ

れからお尋ねしますので。 

 

○杉谷担い手支援課長 担い手支援課でござ

います。 

 新規就農者の状況についてでございます。 

 こちらにつきましては、毎年２月の定例常

任委員会のほうで報告をさせていただいてお

りますけれども、再度ちょっと繰り返しにな

ろうかと思いますが、御報告申し上げます。 

 昨年度の調査におきまして、こちらは令和

７年度の調査になりますが、こちらにつきま

しては、令和６年５月から令和７年４月まで

の県内の新規就農者につきまして調査したも

のでございます。 

 総数は、384人ということで、昨年度より

８名増加をしているというふうなことでござ

いまして、内訳としましては、新規学卒就農

者が前期より21名増えまして43名、Ｕターン

の就農者が３名ちょっと減になりますけれど

も86名、また、非農家出身の新規参入就農者

につきましては、５人増加しまして97人とい

うようなことと、新規自営の就農者全体で

は、23人の増ということで、226人というふ

うなことになっております。また、農業法人

等の新規雇用就農者につきましては、15人の

減ということで、158人というふうなことに

なっております。 

 委員御指摘の男女別というものにつきまし

ては、すいません、こちらのほうでちょっと

手持ちがございませんものですから、そちら

は、また後ほど確認しまして、御報告させて

いただければと思います。 

 

○緒方勇二委員 大規模農家の定義は。30ヘ

クタール以上を自作営でやっているとか、何

かあるんですか。 
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○杉谷担い手支援課長 申し訳ございませ

ん。 

 正式にはちょっとまた確認をしたいと思い

ます。たしか委員御指摘の30ヘクタールとい

うようなところだと思いますが、ちょっとま

たそこも再度確認させていただければと思い

ます。申し訳ございません。 

 

○緒方勇二委員 それじゃ、２ページのスマ

ート農業の機械等の導入等に対する助成です

ね。非常に問合せは多いんだろうと思います

けれど、まず、そもそもこれに興味を持つ人

は物すごく多いんですけれど、受託作業をす

る方たちとか、今後の離農する平均年齢が65

歳以上の小規模農家も含め考えていったとき

に、中山間地域の農地をどう維持していくか

といったときに、農地のいろんな農業機械を

集積、集約がなかなかできてないんですよ

ね。そもそも機械を運搬するんですよね、す

ごく。これに対する支援が先じゃないかなと

私は思ってるんですね。 

 例えば、車を運ぶ車載機の運搬トラック、

これは汎用性があるから該当しないというこ

とでありますけれど、こういうものがあると

非常に省コスト化できるし、省力化できるん

ですね。それから、俗に言うトラッククレー

ンつきのユニック車、こういうのがあると、

非常に農家は大規模化ができるし、集約化が

できるし、結果、集積化が進むんだろうと思

いますけれども、これがなかなか補助要件に

該当しない、この汎用性という言葉の下にで

すね。 

 ですから、スマート農業の推進ということ

ですけれど、その大前提として、こういう汎

用性の高い部分についても、何がしかの支援

が必要じゃないかなと思うんですけれど、そ

こをお尋ねします。 

 それから、すみません、６ページのほうで

すけれど、ネットワーク加算でと、うちの県

は広域化ということを随分やられているんだ

ろうと思いますけれども、共同利用とか、機

械の。 

 例えば、これで考えたときに、私、球磨郡

ですから錦町。これは、錦町は知事特認で中

山間になりましたよね。このことをもって、

中山間の集落協定等が進んだりとか、あるい

は機械の利用の共同化が進んだとか、農地の

集積化が進んだとか、今までなかったわけで

すから、結果、これによって進んだのかどう

かを、まず教えていただけませんか。 

 

○福永農業技術課長 農業機械の御質問で、

確かに御指摘がありましたとおり、専門性の

高いスマート農業機器が今補助対象になって

ございます。 

 お話ありましたとおり、汎用性のあるもの

については、なかなか認められないというこ

とがありますので、そこら辺は、現場の状況

を踏まえながら、ちょっと検証もさせていた

だければというふうに思っております。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○杉谷担い手支援課長 担い手支援課でござ

います。 

 今の農業技術課長とコメントはちょっとか

ぶる部分ございますけれども、事業要件も含

めて、現場の状況も併せて確認しながら、ち

ょっと検討させていただければと思います。 

 以上でございます。 

 

○宮川むらづくり課長 委員からお話のあり

ました錦町の事例ですけれども、錦町の多面

的直接支払いの中での活動の中で、特に知事

特認を受けたことから、建設業のＯＢの方な

どが、草刈り隊といいますか、直営班という

のをつくりまして、町全体を草刈りとか泥上

げなどをしていただけるような直営班ができ

ております。その多面的の直営班ができたこ

とによりまして、錦町については広域化のほ
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うもできておりまして、ただ、そこが集積に

つながったかどうかというのは、我々のほう

もちょっとデータがありますので、担い手課

と一緒に分析したいと思っております。 

 むらづくり課は以上です。 

 

○緒方勇二委員 スマート農業が現場のニー

ズにすごくマッチした支援事業だというふう

に説明を受けました。であるならば、やはり

スマート農業を推進する上で、現場が抱える

課題、うちに出入りされる方は、自作農地は

15から20ヘクタールです。そして、作業受託

は30ヘクタールとか40ヘクタールされてま

す。しかし、ばらばらなんですね。それにみ

んな機械を持っていかないといかぬ。これに

そういう支援があると助かるんですよねとい

う声が何件か寄せられますが、ぜひ、農地を

維持していくためには、そういう支援、スマ

ート農業機械、すごく導入はありがたいんで

すよ。でも、その基たる部分をしっかり支援

してあげないと始まらないんじゃないかなと

思いますので、その辺方も現場のニーズを酌

み取っていただければというふうに思いま

す。 

 それから、錦町の多面のほうをおっしゃっ

ていただきましたが、建設業のＯＢとかいろ

んな方々が、これもまさに、建設機械のオペ

レーターとか、一生懸命頑張っていただい

て、農地の維持をやってます。 

 特に、あの令和２年の７月豪雨ですごく浸

水しました。今まさに、農繁期はそうでもな

いんですけれど、オフシーズンにはすごく活

動されて、しゅんせつもされたり、これは農

家じゃないよねというような活動ですよ、ま

さに。そういうことをやられて農地を維持さ

れているわけですから、このネットワーク加

算をもって、いろんなそういう広域化も含

め、そういう広がりが出てきて、住民同士

で、農家のみならず、全員で農地を維持して

いく、そして多面的機能を発揮する、それが

本当だろうと思いますから、ぜひ、こういう

ことを、下支えの部分も温めていただきます

ようにお願いします。 

 

○荒川知章委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○幸村香代子委員 イ業振興に関する報告が

先ほど行われたんですけれども、令和７年に

条例が策定されて、報告を委員会にしていた

だくということで今日報告がございました。 

 それで、県有施設での県産イグサ畳の利用

促進ということで、事業一覧ということで上

げていただいておりますが、これというの

は、例えば、今回条例が制定されたからこう

いうふうな利用になったのか、それとも、従

来、県有施設においてはこうだったんですと

いうことなのかの、そこの説明を教えていた

だいていいですか。 

 

○林田農産園芸課長 今御質問いただきまし

た畳表の県有施設での利用というのが、従来

からか、それともこの条例が始まってからか

ということですけれども、この利用というの

は、従来からやられていたもので、現状もこ

ういうふうに続けているというようなことで

ございます。 

 

○幸村香代子委員 ありがとうございます。 

 結局、昨年の豪雨の後、八代市さんにも聞

いたんですが、イグサの農家で離農される方

はいませんでしたと。非常にやっぱり頑張っ

てらっしゃるということを思いますし、いろ

んな助成のことも含めて支援もあったという

ふうに思いますが、最終的には、やはりその

利用が伸びなければ、いろんな加工品とかな

んかもあるんですが、最大はやっぱり畳表と

か畳の利用が伸びなければ、なかなか安定し

た生産基盤にならないのかなというふうなこ

とも思っています。 
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 それで、そういった意味では、県有施設と

いうこともあるかもしれませんが、これを、

例えば、ほかの熊本県内の市町村、また、全

国に、公共施設でのこのイグサの利用といっ

たところの呼びかけというのは、どうだった

ですかね。何か、ちょっとそこが積極的にや

るかやらないかというところの、私もちょっ

と記憶が曖昧で、その辺りどうだったですか

ね。 

 

○林田農産園芸課長 全国的な呼びかけにつ

きましては、全国的には、ＪＡＳ表示、ちょ

っとすみません、うろ覚えなんですけれど

も、そういう表示があって、何かこう指定す

るのがちょっと難しいというようなこともあ

って、全国的にはちょっと広めていないとい

うようなことで認識しているところです。 

 ただ、県内につきましては、熊本県がイグ

サの大産地であるということ、それから、こ

ういう条例もつくったということから、仕様

書にそういうのを落とし込んで、県産畳表の

使用を進めていきたいというふうに思ってい

るところです。 

 以上です。 

 

○幸村香代子委員 ぜひ、やっぱり力入れて

取り組んでいただきたいというふうに思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○荒川知章委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○紙屋農林水産政策課長 すみません、農林

水産政策課です。 

 先ほど、前川委員のほうから御質問をいた

だきました事故繰越の内訳といいますか、い

わゆる経済対策による事業がどれだけ事故繰

りに回っているかという情報がありましたの

で、少し補足説明をさせていただければと思

います。 

 令和７年から８年に事故繰りをした内容の

中で、通常分というのが約半分でございまし

た。で、経済対策で補正で組まれた部分が、

やはり約半分ほどでございます。実際に経済

対策分としては、48億円余が事故繰りに回っ

ております。 

 そういった内容を、今後も引き続き分析を

しながら、整理をしていきたいというふうに

思います。 

 すみません、補足でございました。 

 

○前川收委員 想像以上に本当の事故繰りが

多いんだなというのを、今の数字を見て感じ

ました。 

 

○紙屋農林水産政策課長 すみません。通常

分と今言いました中にも、経済対策以外にコ

ロナの分であったり、それから豪雨の通常分

であったりというようなものも実は入ってお

ります。そういったものが通常分の中には内

訳としては入ってまいりますので、さらに詳

細は……。 

 

○前川收委員 ごめんなさい。簡単に言え

ば、当初予算で組まれた予算なのか、そうじ

ゃなくて、秋とか冬とか、いわゆる補正予算

で組まれた予算なのかが大きな違い。それは

なぜかというと、それは期間が違うわけです

からね。そこを見える化してもらうと、何が

分かるかというと、今言いました、本当に事

故繰りになっちゃった通常の事故繰り、今ま

での、が見えてくるということですから、さ

らにちょっと調べて教えてください。 

 私は、本当の事故繰りにはならないほうが

いいと思ってるんですよ。補正予算の事故繰

りはやむを得ないと。補正予算を遠慮して事

故繰りになるから取らないと、そんなことは

ないです。事故繰りになってもいいから取っ

たほうがいいけれども、見えないでしょう、

内訳が分からないと。そこをちょっと見える
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化してください。 

 以上です。 

 

○宮川むらづくり課長 すみません。むらづ

くり課ですけれども、先ほど緒方委員からあ

りました多面と農地集積の関係についてです

けれども、ちょっとデータがあったものです

から。 

 多面的支払いによりまして、地域住民の方

々が、集落活動、共同活動ですが、こちらに

参加されるということで、非農家の方々もそ

ういう活動に参加されるということで、担い

手の方々は、営農のほうに集中してできると

いうことから、昨年調べたところ、相関関係

としまして、それだけ多面組織のカバー率が

大きければ大きいほど、集積率が高いという

傾向があります。そういったデータがありま

したので、御報告させていただきます。 

 むらづくり課は以上です。 

 

○杉谷担い手支援課長 担い手支援課でござ

います。 

 先ほどの緒方委員の質問の一つにございま

した新規就農者の男女別でございますが、こ

こ数年、女性が大体２割、男性が８割という

構成率になっております。 

 以上でございます。 

 

○福永農業技術課長 先ほど緒方委員のほう

からありましたスマート農業機械の関連で、

運搬車の件でございます。 

 運搬車もいろんな要件はあるそうですけれ

ども、認められる場合もあるということでご

ざいますので、しっかり現場の必要性に応じ

て、そういったところは進めていきたいとい

うふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

○緒方勇二委員 追加で説明いただき、あり

がとうございました。 

 ぜひ、スマート農業は、現場のニーズによ

り近いところでやっていただければ、さらに

スマート農業が展開できるんだろうと思いま

すから、規模拡大も含め、私の知っていると

ころの人たちは、もう自分でトラック持っ

て、ユニック車持って、それから建設機械ま

で持って、そして農地維持のために頑張って

おられる皆さんでありますから、そして良質

の堆肥をつくる、これで地域の農地を支えて

おられますから、そういうところには、しっ

かり現場ニーズを踏まえた上で、さらなるス

マート農業の推進にお力添えをいただきたい

と思います。 

 それから、新規就農者の男女別、これは後

で聞こうと思っとったんですが、地産地消の

ところで企業の参入のところが新規で上がっ

てますけれど、まさにこういう企業が参加し

てくれると、女性の就農が上がるんじゃない

かなと私は思ってますので、ぜひ、その辺の

お力添えも含め、それには魅力あるスマート

農業の推進だろうというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

 

○荒川知章委員長 ほかにございませんか。 

 

○吉永和世委員 ありがとうございます。 

 農業振興のためであるならば、発注はどん

どんやっていただきたいというふうに思いま

すし、前川先生もおっしゃいましたが、明許

繰越し、事故繰越を恐れずやっていただきた

い。 

 ただ、懸念するのは、人員不足によってと

いうのが、ちょっとやっぱり心配するところ

でありますが、それが慢性化するのが一番ち

ょっと怖いなと思いますし、それが逆に農業

振興にブレーキをかけてしまうようなことが

あったら、ちょっと問題かなと思いますの

で、そこら辺しっかり調整を図っていただい

て、そうならないようにしていただきたいな

というふうに思います。 
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 質問なんですが、63ページの流通アグリビ

ジネス課の報告だったんですが、県民の県内

農林畜水産物等への理解の深化及び郷土愛の

育成と。この郷土愛の育成って、すごくいい

意味でちょっと入ってきたんですけれども、

具体的にどういったことを取り組んでいらっ

しゃるのか、ちょっと御説明いただければな

と思います。 

 

○渡辺流通アグリビジネス課長 地産地消の

中で、取組としまして、１つ目に、県民の県

内農林畜水産物等への理解の深化及び郷土愛

の育成ということで、やはり地元の産物を購

入していただくというところで、この取組は

平成21年からスタートしておりますけれど

も、やはり年々、経済情勢もあると思うんで

すけれども、県民調査の中では、地産地消と

いう言葉は理解しているものの、それが購買

行動につながっていない。 

 実際に購買するときに、やはり他県産と熊

本県産があったときに、あえて熊本県産を選

んでいる方という比率がなかなか伸びていな

いというところは、私どもの問題意識として

はございまして、やはりそういった部分で、

２つ並んでいるときに、熊本県産が仮に若干

高くても、そちらを選んでいただくというふ

うな意識を高めていただく、そのためには、

やはり郷土愛の醸成というのも一つの方法か

なと思っております。 

 そういったところの詳しい資料のほうが、

64ページから66ページにありますけれども、

この中で、やはり熊本の郷土文化ですとか、

そういったところや、例えば、65ページの８

番目、地域の縁がわづくり推進・支援事業の

中で、地域の縁がわ取組団体等とも、そうい

った地域への愛着といいますか、そういった

ところを醸成することによって、それをやは

り農林水産物にまで広げていただくとか、そ

ういった取組を、教育分野も含めまして、各

部署で取り組んでおるところでございます。 

 以上です。 

 

○吉永和世委員 大変大事な事業だと思いま

すので、少々値段が高くても、やはり地元産

を選ぶ、そういった気持ちがやっぱり需要に

つながっていくし、需要につながるというこ

とは、生産者の方々の意欲につながっていく

ので、大事な事業ですので、しっかり頑張っ

ていただきたいと思います。 

 

○荒川知章委員長 ほかにございませんか。 

──なければ、以上で質疑を終了いたしま

す。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号について、採決いたし

ます。 

 原案のとおり可決することに御異議ありま

せんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○荒川知章委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号は、原案のとおり可決す

ることに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （「はい、異議なし」と呼ぶ者あり) 

○荒川知章委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申出が４件あっておりま

す。 

 まず、報告について、執行部の説明を求め

た後、質疑を受けたいと思います。 

 それでは、順次報告をお願いいたします。 

 

○紙屋農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 報告の１番目、令和７年８月豪雨からの復
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旧、復興に向けた取組の状況について説明を

いたします。 

 １ページをお開けください。 

 令和７年８月豪雨では、農林畜水産業分野

で約861億の被害が生じております。 

 その対策の初動といたしまして、被災した

農業者の営農再開に向け、被災直後から、県

内11か所の農業普及・振興課に営農相談窓口

を設置いたしまして、技術的な支援等を実施

いたしました。 

 また、被害の対応が異なる品目、施設ごと

に重点的な取組を進めるため、野菜苗やイグ

サ、排水機場など、５つのプロジェクトチー

ムを立ち上げました 

 農家の営農再開に向けては、生産資材の調

達支援や追加的な施肥、防除に係る支援な

ど、776経営体の早期営農再開を支援いたし

ました。また、冠水いたしましたトマトの苗

の確保支援やイチゴの高設育苗ベンチ導入、

さらには、機械、施設等の修繕支援などを、

17市町において658経営体で実施しておりま

す。 

 中でも、イグサでは、専用機械の修繕支援

を中心に、72経営体で事業費約３億円の支援

を行っているところです。 

 加えまして、新規需要の創出の取組としま

しては、首都圏において、イグサ畳の文化や

魅力を発信するトークイベントを開催いたし

ました。 

 ２ページをお願いいたします。 

 林業、水産業の事業継続支援といたしまし

て、施設の復旧や漁場の復旧、泥土の除去等

を実施いたしております。 

 下段の農地・農業用施設については、災害

復旧の県による代行事業の実施や市町村の災

害査定業務の技術的支援を行い、2,846か所

で査定が完了し、304か所で本復旧工事に着

手、うち100か所が工事が完了している状況

でございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 そのほか、林道施設での迅速な災害査定や

山地災害に対し107か所で対策事業の実施を

決定、現在、各事業を活用し、本復旧工事に

順次着手をしている状況です。 

 中段の漁港漁場施設では、流木の撤去や被

災した漂流物対策フェンスの再設置が既に完

了しております。 

 本災害の特徴でありました浸水被害に対し

ては、県土木部、さらには県関係市町村と連

携しまして、令和７年８月豪雨を踏まえた浸

水被害対策を取りまとめまして、３月に公表

しているところでございます。 

 また、被災した９か所の排水機場では、今

出水期前までに全施設で暫定的な対応を実施

することができております。 

 次のページをお願いいたします。 

 今後の取組でございますが、現在も予算の

繰越し等を承認いただきながら、まだ継続的

に事業を実施しております。 

 農業機械や施設、林業関係施設の復旧につ

いては、令和８年度中に完了をさせることと

しております。 

 また、市町村が行う農地、農業用施設や林

道の復旧事業も、令和９年度中の復旧完了を

目指して、サポートしてまいることとしてお

ります。 

 排水機場につきましては、最下段の農地の

浸水対策の部分に記載しておりますけれど

も、本年度から被災施設の本格復旧工事に着

手いたします。また、農業用排水機場のＢＣ

Ｐの見直しに向け、取組を進めてまいりま

す。 

 なお、今回のような浸水被害への対応とし

まして、災害応急用ポンプを土地改良区等へ

今年度から順次配備を予定しております。 

 最後のページは、農林水産部で実施いたし

ます施策のロードマップを示しております

が、引き続き、計画的に復旧、復興が進めら

れるよう、着実に進めてまいりたいと思いま

す。 
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 農林水産政策課からは以上でございます。 

 

○大森農村計画課長 農村計画課でございま

す。 

 報告資料２、営農継続に向けた取組につい

て、農村計画課と畜産課から御報告させてい

ただきます。 

 資料は、次の１ページでございます。 

 昨年12月の常任委員会で御説明した内容か

ら取組が進んだ箇所に下線を引いております

ので、その部分を中心に御説明させていただ

きます。 

 まず、資料一番上の菊池管内の農地転用面

積でございます。 

 令和８年３月末時点で308ヘクタールと、

前回御報告させていただきました令和７年９

月末時点から約30ヘクタール増加している状

況でございます。 

 こうした状況を踏まえまして、資料左下で

ございます農地の確保について継続的に取り

組んでおります。 

 １項目めのマッチング支援の３ポツ目、農

家同士の代替農地確保の加速化に向けた進入

路拡幅等の小規模な整備につきまして、本年

２月以降、順次事業に着手している状況でご

ざいます。 

 次に、３項目めの農地整備支援の１ポツ

目、旧大津牧場跡地の県営モデル整備につき

ましては、県営事業といたしまして、本年２

月から工事に着手しており、整備が完了次

第、順次農家に引き渡し、耕作を開始するこ

ととしております。 

 農村計画課は以上でございます。 

 

○米森畜産課長 畜産課です。 

 右側の畜産農家の営農継続対策についてで

す。 

 丸の２つ目、畜産と企業・住民との共生に

向けたプロジェクトにつきましては、今年度

国の交付金事業として採択されましたので、

畜産への理解醸成や臭気低減対策、飼料確保

のための草地造成整備への支援など、取組を

開始しました。 

 丸の３つ目、アンケートの実施について

は、前回、令和６年度の調査から時間も経過

し、畜産農家を取り巻く状況の変化も踏ま

え、その現状と必要な支援について、現在、

改めてアンケートを実施しております。 

 今後も引き続き、営農継続に向けた取組を

進めてまいります。 

 畜産課は以上です。 

 

○福永農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 本年３月の農林水産常任委員会におきまし

て、農研センターの地球温暖化対策の研究状

況及び成果のＰＲについて、委員から御提案

をいただきましたので、その取組を御報告い

たします。 

 報告資料３の１ページをお願いします。 

 まず、現在実施中の研究を御紹介します。 

 上段のとおり、猛暑や暖冬の影響で、水

稲、野菜、果樹の品質低下や新たな病害虫の

発生が問題になっており、その解決に向け取

り組んでおります。 

 まず、左側の赤色の項目、高温に対応した

新品種の開発・選定ですが、水稲では、米が

白く濁る白未熟粒が発生しにくい品種の育

成、イチゴやかんきつでも、新品種の育成に

取り組んでおります。 

 次に、右側の緑色の項目、高温に対応した

安定生産技術の確立では、昨年度、県の奨励

品種に選定しました水稲「にじのきらめき」

の多収栽培技術、イチゴでは、高価格が期待

できる年内収量確保のための花芽分化の安定

化技術、冬春トマトでは、障害果の発生を抑

える技術の研究を進めております。 

 続いて、かんきつの「しらぬい」では、果

皮が褐変する障害を軽減させる技術の開発な

どを進めております。 
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 左下の病害虫防除への対応では、発生が増

加しておりますトマトキバガの総合防除技術

やドローンを活用した夏場の防除の省力化技

術の開発に取り組んでおります。 

 ２ページをお願いします。 

 近年の研究成果を御報告します。 

 左上の赤の項目、新品種では、高温に強い

水稲「くまさんの輝き」、年内収量が多いイ

チゴ「ゆうべに」、高品質で食味がよく、果

皮障害の少ないかんきつ「熊本ＥＣ12」な

ど、県のオリジナル品種を育成し、生産現場

への普及を進めております。 

 次に、右側の緑の項目、高温に対応した安

定生産技術の確立ですが、冬春トマトでは、

春の高温期に果実が黄色くなる黄変果の対策

技術を開発、ミカンでは、日焼け果の発生を

軽減する炭酸カルシウム水和剤の散布時期や

濃度を解明いたしました。 

 左下の新たな病害虫防除については、トマ

トキバガに有効な薬剤の選抜、夏場のドロー

ンによる水稲防除の省力効果を解明しまし

た。 

 最後に、最下段のとおり、研究成果につい

ては、発表会や広報誌、ホームページを通じ

てＰＲをしております。 

 特に、高温対策につきましては、去る６月

１日に研修会を開催し、市町村やＪＡ等の指

導者に周知を図ったところでございます。 

 今後もしっかりと研究成果のＰＲに取り組

んでまいります。 

 以上でございます。 

 

○山下水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 報告資料４をお願いいたします。 

 水産研究センター赤潮対策プロジェクトチ

ームの取組について御説明いたします。 

 １ページをおめくりください。 

 魚類などの養殖業では、令和３年以降、合

計で50億を超える漁業被害が発生、ノリ養殖

では、珪藻類の赤潮により色落ちが発生し、

品質低下や収穫量が減少しています。 

 そこで、日本の赤潮研究の拠点である水産

研究・教育機構の元所長の板倉博士を特別研

究員で招聘し、水産研究センター内にプロジ

ェクトチームを立ち上げ、赤潮研究の加速化

を図っています。 

 プロジェクトチームの成果について、主な

ものを御報告いたします。 

 左欄、有害赤潮の早期発見のうち、１、発

生状況の分析では、令和７年度のシャットネ

ラについて、冬季底層水温が低かったことで

初期の発生が遅くなり、さらに競合するプラ

ンクトンが多かったため、赤潮発生は少微と

なりました。 

 ただし、図の下、米印にありますとおり、

今年度は、国の研究機関の判別モデルによる

と、シャットネラ赤潮の発生率が高い状況で

あり、今週６月16日に八代海にシャットネラ

属の赤潮警報を発出しています。引き続き警

戒をしてまいります。 

 右中の有害赤潮の発生抑制では、エビ養殖

域から珪藻類等を含む海水を放出、その後の

調査で海域の珪藻類は増えましたが、遺伝子

分析の結果、増えた珪藻が養殖場由来である

ことは確認できませんでした。 

 右下、珪藻赤潮によるノリ色落ち被害の軽

減技術では、季別運転中、９月から３月にか

けて、海域を調査し、あわせまして、ノリの

色調を調査した結果、放出口に近い漁場と沖

合の漁場での明確な色の差は確認できません

でした。 

 次のページをお願いいたします。 

 ８年度の取組についてですが、今年度から

実施する新たな取組について御説明いたしま

す。 

 左下、有害赤潮の被害軽減では、熊本大学

が開発中である養殖魚へ高水温耐性を付与

し、夏の高水温で生残させるための革新的な

餌料について、大学と連携し、実証試験を行
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います。 

 右上、有害赤潮の発生抑制では、海底耕う

んによる珪藻の増殖の実証試験を実施しま

す。 

 また、３では、昨年度養殖アコヤガイに被

害をもたらしたヘテロカプサ赤潮について、

漁場の底泥中のウイルスを活用した防除効果

の実証試験を行う予定です。 

 最下段、研究成果のＰＲにつきましては、

研究成果報告会やホームページなどを通じ

て、養殖業者等へのＰＲと併せまして、迅速

な発生状況の発信や勉強会を通じて、これら

の研究成果を共有してまいります。また、広

く県民に対しても周知啓発に努めてまいりま

す。 

 水産振興課は以上です。 

 

○荒川知章委員長 以上で報告が終わりまし

たので、質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 資料の３番、農業研究センタ

ーにおける高温対策の試験研究について、改

めてこうやって見やすい形でまとめていただ

くと、非常に分かりやすくて、よく頑張って

らっしゃるなということが印象的には分かり

ました。 

 内容についても、それぞれ私たちが知って

いる「くまさんの輝き」、これは２ページな

んですけれども、新品種の開発、選定という

ことで、「くまさんの輝き」や「にじのきら

めき」というのは、まだこれから普及なのか

なというふうに思ってますし、「ゆうべに」

やそれから「ゆうばれ」ですね、非常におい

しいかんきつができているなということを感

じております。 

 問題というか、こういういい品質をしっか

りつくっていただいて、今度は普及に回す

と、どれだけ農家にこれを普及していくか、

そして生産していただくようにしていくか、

そのことがとても大事だと思いますが、その

取組について質問をしたいと思います。どの

ように具体的に取り組んでいただいてます

か。 

 

○福永農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 農業研究センターの研究成果については、

まず、普及に下ろす段階で、現場の農業普

及・振興課のほうで、実証圃であったり展示

圃を設置して、今、しっかりと普及拡大に努

め、農家の方々に実際見ていただいて、普及

していくということでございます。 

 ちなみに、今「くまさんの輝き」のほう

も、昨年度は4,000ヘクタールほど作付、普

及してございます。また、「にじのきらめ

き」ももう既に奨励品種になっているんです

けれども、これも昨年度実績で500ヘクター

ル、今年はさらにということでございます。 

 また、イチゴ等もしっかり普及が進んでお

りますので、しっかりとそういった形で普及

していければというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 ありがとうございます。 

 近年の高温化というのが大前提にあって、

地球温暖化対策は急務の話でありますし、し

っかりそれに対応した品種もつくっていただ

いておりますから、そのことの優位性をちゃ

んと説明いただいて、普及をしてください。 

 特にお米なんて、昔よかった米がなかなか

Ａ等級が取れなくなってしまった。もう明ら

かに、これは高温障害が出ているという状況

もありますので、米どころでもありますか

ら、そういったものの普及にしっかり頑張っ

ていただきたいということと、非常に分かり

やすい資料ですから、これからも、こういう

資料を我々にも、それから県民の皆さんに

も、しっかりＰＲしていただいて、ああこん

なのが熊本でできてるんだということをＰＲ
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していただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○荒川知章委員長 ほかにございませんか。 

 

○緒方勇二委員 同じく農業研究センターに

お尋ねしますけれど、本当に、猛暑と暖冬の

影響という中で、特に病害虫防除への対応の

研究、この中で、新たな病害虫の防除技術の

確立とかありますけれど、県が管理している

河川、国が管理している河川、こういうとこ

ろで越冬している害虫ですね。こういう試験

研究をやられてるんでしょうか。 

 あるいは、カメムシがすごく越冬して、今

年は大量発生ですけれど、私的に言わせます

と、野焼きが一番だろうと思うんですけれ

ど、片方では減農薬を言いながら、その予察

も含め、河川で相当そういうことが起きてい

るんじゃないかなと思います。 

 それから、先ほど宮川さんが言われた集落

で活動している錦町の事例ですけれども、本

当に、用水路も含め、排水路も含め、雑草が

繁茂しないように一生懸命頑張って、美しい

田園風景をやっていただいて、錦町の人に言

わせれば、球磨川内の河川内の一般県道、自

転車道もありますけれども、こういうところ

での害虫の駆除、もうすごいんですよと言わ

れますけれど、こういうところをやっぱり解

消していかないと、グリーン農業とかそうい

うことにはつながっていかないんじゃないか

なと思いますから、その辺の研究も含めてい

ただければなという、これは要望にさせてく

ださい。何かお答えがあれば、教えてくださ

い。 

 

○福永農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 河川のほうまでは、ちょっと承知してない

んですけれども、圃場外のほうの害虫の発生

状況のほうは、病害虫防除所、それから研究

所のほうでもしっかり調査をしていただいて

おります。 

 以上でございます。 

 

○緒方勇二委員 もう１ついいですか。 

 すみません。豪雨からの復旧、復興の、先

ほどイグサのところでお尋ねすればよかった

んですが、イグサを含むこのいぐさラボ、こ

れは、すみませんが、い業センターそのもの

に、こういう新商品開発機能はもともとなか

ったんですかね。４ページですね。豪雨から

の復旧、復興ですね。 

 何でこれをお尋ねするかというと、先ほど

のイ業振興の中で、幸村委員もお尋ねになり

ましたけれども、県の職員住宅とか県営住宅

の畳の張り替えの件を言われました。市町村

に至っては、多分、私の感覚、聞いてる範

囲、畳表は中国産だと思いますよ。 

 建築費のコストが物すごく上がってて、こ

れは県産材の畳表ですかという竣工書類の中

に、きちっとそれが出てくるかどうか分かり

ませんけれど、ぜひ、県有施設だけでなく

て、市町村もしっかりこの県産畳表を使って

いただくことと、今生活スタイルが随分変わ

って、市町村が造る公営住宅等は洋式化し

て、ほぼほぼ畳の部屋がなくなりつつありま

す。 

 これは畳の部屋がないですねと、先般も相

良村の災害公営住宅竣工式に臨みましたけれ

ども、ここは置き畳で対応されるでしょうと

いう言い方でした。ですから、今度は山江村

がアートポリスでやられるのかな、48戸ほ

ど。こういうところに至っては、しっかり県

産の畳表を使っていただくようなアプローチ

が、やはり豪雨からの復旧、復興につながっ

て、次期作への営農意欲が湧くんだろうと思

いますから、そういう遅々たる歩みもしっか

り担保していただきますよう、お願い申し上

げます。 
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○荒川知章委員長 よろしいですか。ほかに

ございませんか。 

 

○吉永和世委員 すみません。水研センター

の説明ございました赤潮対策プロジェクトチ

ームにおける令和８年度の取組ということで

ございますが、発生抑制ということで、この

新しい事業として説明いただきましたけれど

も、芦北高校がやっているアマモとか藻場と

かそういったものが、聞くところによります

と、赤潮発生の抑制に何か効果があるんじゃ

ないかという話もございますが、その水研セ

ンターではどういうふうに理解してらっしゃ

るのか。 

 

○山下水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 現在、発生抑制について、珪藻というとこ

ろで着目して試験を組んでいるところでござ

います。 

 委員御指摘のとおり、例えばアマモであっ

たり、あと、ほかの藻場という中に、それ自

体が栄養塩を吸収しますので、それが海域の

環境をよくして赤潮抑制をするのではないか

という考え方もございますし、また、アマモ

に付着している細菌類で殺藻細菌と言われる

ものがあります。それは、そういう赤潮のプ

ランクトンを殺すような機能を持つ細菌が生

息しているんだという研究結果もございます

ので、藻場を造成していくことで赤潮抑制の

一端になるのかなというのは考えているとこ

ろです。 

 様々な研究結果がございますので、それら

を集めまして、また、この赤潮プロジェクト

チームの中でもしっかり検討していきたいと

思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

 

○吉永和世委員 そういったデータがあると

するなら、この中にまた一つ加えていただい

て、発生抑制にぜひ取り組んでいただければ

と思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 

○荒川知章委員長 ほかにございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○荒川知章委員長 なければ、以上で質疑を

終了いたします。 

 最後に、その他で委員から何かございませ

んか。 

 

○竹﨑和虎委員 冒頭、深川部長の説明の中

で、中東情勢の影響、また、原油関連物資の

お話があったわけなんですけれども、為替相

場も、今朝見たら161円ということで、資材

のほうと、そしてまた労務単価、いわゆる人

件費の高騰で、いろんな建設コスト、これは

どんどん上昇しているわけで、つい先日、熊

本市の庁舎、概算の事業費が、もともと616

億だったかな、が1,000億から1,200億ぐらい

に上がるという記事も出てましたけれども、

ちょっと水産のほうにあるんですけれども、

住吉漁港のしゅんせつ土砂の受入れ地整備事

業、たしか40億ぐらいの大きな事業だったと

思うんですけれども、この事業費、コストど

うなっていくのかどうなのか、ちょっとお尋

ねしたいんですけれども。 

 

○植田漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 住吉の土砂受入れ地の確保については、喫

緊の課題ということで認識しております。 

 住吉漁港の土砂受入れ地整備につきまして

は、令和４年３月に、県、熊本市、玉名市、

宇土市の４者で、漁港におけるしゅんせつ土

砂受入れ地整備に関する基本合意書を締結

し、これまで準備を進めてきております。 

 当初は、住吉漁港の管理者でございます宇

土市が事業主体となっておりましたけれど

も、令和８年度から国のほうが制度を見直し
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まして、複数の漁港から発生する土砂を一元

的に処理する場合には、県のほうが事業主体

として整備が可能となりましたので、本年度

から県が事業主体となって事業を進めている

状況でございます。 

 現在、詳細設計を進めておりますが、概算

でも委員御指摘のとおり整備費用が増加する

傾向でございます。このことから、さらなる

コスト縮減に向けた対策を現在検討している

ところでございます。 

 以上でございます。 

 

○竹﨑和虎委員 上昇するのではないかとい

うことでありますけれども、今植田課長さん

からあったように、県と３市とやっている中

で、それぞれしゅんせつの土砂量によって負

担割合があったかと思います。やはり各自治

体の負担というのは、その割合で上昇すると

いう認識でいいんですかね。 

 

○植田漁港漁場整備課長 現在、費用負担に

つきましては、受入れの土砂量によって、そ

れぞれの自治体で負担をするということで覚

書を締結しております。 

 

○竹﨑和虎委員 各基礎自治体さんもそうで

すけれども、単年に出せる予算って決まって

いるというか、アッパーもあると思うんです

よね。となってくると、そもそもの計画自体

が遅れていくんじゃないかという心配がある

ものですから、先ほどコスト縮減の話もあり

ましたけれども、そこら辺どうなんですか。

その計画どおりで進んでいくのか。 

 

○植田漁港漁場整備課長 本年４月から、天

草市の御所浦町におきまして、民間処分場の

ほうが土砂受入れを開始したところでござい

ます。必要に応じまして、この民間土砂処分

場のほうを活用しまして、効率的な整備を行

うことで、各漁港管理者のほうの負担金が迎

えられるような努力をしていきたいというふ

うに思っております。あわせて、コスト縮減

だったり工期の短縮だったりということを検

討していきたいというふうに考えておりま

す。 

 

○竹﨑和虎委員 ありがとうございます。 

 今、御所浦のほうで受入れが開始されたと

いうことですけれども、そこは、海のしゅん

せつ土砂だけじゃなく、建設土砂であったり

とか、民間の土砂であったりとか、いろんな

災害土砂も含めて、多分受け入れられるのか

なと思うもんですから、限りがあるんですよ

ね。有限だと思うもんですから、そこもいっ

ぱいになったらまた大変なことになります

し、漁業者の方々の、特に、この土砂のしゅ

んせつというのが、一番要望で聞くもんです

から、これをやってくれ、やってくれ、増や

してくれという中で、やはりその受入れ地を

ちゃんと確保しとかないと、それも進んでい

かぬもんですから、しっかり取り組んでいた

だきたいと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 以上です。 

 

○荒川知章委員長 ほかに何かございません

か。 

 

○緒方勇二委員 すみません。深川部長の冒

頭の説明の中で、毎年５月に山地防災パトロ

ールや治山施設の点検を行っております、地

域住民の方々に実施状況を周知し、と言われ

てますが、これはどういう周知のされ方され

てます。 

 というのが、これは、レッドゾーンとかイ

エローゾーン、防災マップで、浸水想定区域

もそうですが、みんな認識をしてるんです

ね。すべからく早めの避難につながるように

です。治山施設とか、こういうところがたま

ってますよとか、点検をされて、どういう状
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況ですというのが、どういうふうに周知され

てるのかなと、いつも気になります。 

 これは、水防点検も同じですよ。堤防の弱

さが、どれほど強く、しなやかになって強化

されたのかすら住民は知らないし、あるい

は、弱きを知っているかといえば、弱きを知

ってない。こういう県民に対する周知です

ね、これは周知を図りとされてますから、防

災意識の向上を図っていますということです

から、どういうことをされてるのかなと思っ

て、まずはそのことをお聞かせください。 

 

○野田森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 山地防災パトロール、冒頭の部長の説明に

もありましたとおり、今年５月10日から30日

にかけまして、地元の市町村と連携する形で

広域本部主体でやってきたところでございま

す。 

 １つ周知の方法としては、そのパトロール

の状況をあるテレビ局のほうに取材いただき

まして、それをお昼とかのニュースで流して

いただきまして、そういった治山施設におけ

る対策を講じていること、それをテレビを通

じて周知できたとは思っております。 

 また、これは令和２年７月豪雨に関する話

ではございますけれども、球磨管内におきま

しては、発災以降、地元10市町村における広

報誌、例えば、あさぎり町であれば町の広

報、五木村であればかわら版、そういった紙

ベース、あるいはインターネットも含めてで

すけれども、いろんな町の既存の媒体、方法

を用いまして、広報をやっております。 

 内容としましては、過去に取り組みました

治山施設の状況写真、あるいは施設を設置す

る前と設置した後の写真、そういった比較で

きるものなどを駆使しながら、写真あるいは

表あたりを用いまして、周知を図っていると

ころでございます。 

 いずれにしましても、そういった情報をも

って、冒頭部長の話にありましたとおり、地

域住民の方に防災意識の向上をより図ってい

ただくようなことを今後も引き続き実施して

いきたいと思っております。 

 以上です。 

 

○緒方勇二委員 すみません。地元の新聞と

かで、山地災害のパトロールが行われました

とか、水防点検の何か所点検を関係者が相寄

りされましたという報道でしか知らないんで

すよね、私たち。どこが弱いのか、あるい

は、治山ですから、管理型もあれば、それは

すぐさま取らにゃいかぬとか、こういうこと

を取って安全度を上げましたとか、そういう

周知の仕方、もうちょっと工夫の仕方がある

んだろうと思いますから、防災担当の役場の

職員止まりじゃなくて、せめて県民に広くそ

ういうことを周知できるような仕組みづくり

に相努めていただきますよう、お願い申し上

げます。 

 

○荒川知章委員長 ほかにございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○荒川知章委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたしました。 

 最後に、要望が４件提出されておりますの

で、参考としてお手元に写しを配付しており

ます。 

 それでは、これをもちまして第３回農林水

産常任委員会を閉会いたします。 

  午前11時40分閉会 
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